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所在地 札幌市手稲区金山 1 条 1 丁目 240 番 6
施設規模 24,615.7 平方メートル（RC4 階地下 1 階）
養護学校併設／屋上ヘリポート
開設年月平成 19 年 9 月
病床数 215 床（医療部門：105 床／療育部門：110 床）
（２）病棟構成
３階 医療部門（105 床）母性・新生児病棟／A 病棟／B 病棟／手術・集中治療
２階 療育部門（110 床）生活支援病棟／医療病棟／母子病棟／療育リハビリ
１階 外来部門総合受付／正面玄関／外来診察／検査受付





























2007 年 9 月のコドモックル開設に伴い、旧小児センター神経外来に通院していた多数の患
者が引き続き当科での診療を継続しており、さらにコドモックル開設後当科への新患の紹介が
増加している。したがって、神経外来の受診者数は開所時の 2007年 9月から 12月までが 1,303
名と昨年の同期間に比べて増加傾向がみられた。
神経科患者のうち、重篤な基礎疾患および重度の重複障害を有する難治性てんかん患者が多
いため、脳波検査件数が増加し、2007 年 9 月から 12 月までの脳波検査件数は 509 件であっ
た。





















































2007 年 9 月～12 月の４ヶ月間に血液腫瘍科として診療を行った患者は、36 例（新規患者
は 6 例）で、悪性腫瘍は 23 例、その他の良性腫瘍・血液疾患は 13 例であった。そのうち入
院にて診療を行った悪性腫瘍は 8 例で、その内訳は、急性リンパ性白血病 2 例、神経芽腫 2










2008 年 1 月～12 月の 1 年間に血液腫瘍科として診療を行った患者は、57 例（2008 年の新
規患者は 15 例）で、悪性腫瘍は 39 例、その他の良性腫瘍・血液疾患は 18 例であった。その
うち 2008 年に入院にて化学療法を行った悪性腫瘍は 12 例で、その内訳は、急性リンパ性白
血病 2 例、非ホジキンリンパ腫 2 例、ホジキンリンパ腫 1 例、ランゲルハンス組織球症 1 例、
神経芽腫 2 例、肝芽腫２例、髄芽腫／中枢性 PNET 1 例であった。大量化学療法／自家造血



































才野医師赴任後の 2008 年 4 月 1 日から 12 月 31 日までの 9 ヶ月で、新患数は 149 人を数
えた。年齢構成は、乳児 1 人、幼児 84 人、小学生 44 人、中学生 11 人、高校生以上 9 人と、
乳幼児学童が多くをしめた。受診経路は 70 人(47%)が院内他科からの紹介で、他の紹介経路
は、母子通園施設 20 人、他小児科 10 人、児童相談所 9 人、保健センター7 人、他精神科 4
人の順であった。紹介なしの患者は 29 人であった。
診断を ICD-10 で分類すると、F0 の器質性障害（意識障害）が 1 人、F4 の神経症圏が 8 人、















2008 年度は、道央圏の 13 母子通園施設に、18 回の専門支援を行なった。臨床心理士、作
業療法士、言語療法士、保育士とともに、精神発達の異常のため地域の母子通園施設に通って
いる幼児を診察評価（1 回につき 2 人から 5 人）し、その結果を踏まえて地域の通園職員、保
育士、保健士などとのカンファレンスを行い、療育技術の向上を目指してきた。
D．院内学習会












2008 年１月から 12 月までの外来総患者数は 710 名であった。疾患別には成長障害 74 例（う
ち GH 分泌不全性低身長症 8 例、プラダーウイリー症候群 3 例、ターナー症 2 例、軟骨異栄
養症 2 例、成長ホルモン治療 15 例）、性腺疾患 36 例（リュープリン治療 4 例）、甲状腺疾患
26 例、糖尿病 10 例（うち 1 型 4 例、インスリン治療 7 例）、単純性肥満 14 例、夜尿症 11 例、
骨代謝疾患 9 例、副腎皮質過形成症 2 例、汎下垂体機能障害 1 例などであった。
2007 年にコドモックルが開設され、電子カルテが導入されたことにより院内他科からの紹
介が増加した。患者増に対応し 2008 年 12 月より午前 10 時 20 分から外来診療を開始するこ
ととした。なお、当初外来枠を 10 分間 1 コマとし、「主に処方のみ」1 コマ、「通常診察」2
コマ、「新患」3 コマと設定していたが、予約の段階で徹底できなかったため、その後 1 コマ
20 分間、「新患」2 コマと変更した。
入院は主に GH 関連の検査入院であるが、患者の病態によって札幌医大小児科と連携をとっ
ている。2008 年度は 1 型糖尿病の初発例、２型糖尿病のインスリン治療導入例、甲状腺機能
精査例、下垂体機能精査例などを札幌医大小児科に依頼した。
近年、GH 治療の適応が拡大してきており、GH 分泌不全性低身長症、ターナー症、プラダ








新センターが開設されたより平成 19 年９月１日より同年 12 月 31 日までの小児外科入院数は




表 1． 平成 19 年 9 月 1 日から 12 月 31 日までの小児外科入院患者数
疾患名 生後28日 生後29日 疾患名 生後 28 日 生後 29 日
以内 以上 以内 以上
耳前瘻 1 胃瘻造設目的 3
CCAM 1 胃瘻修復目的 1
食道裂孔ヘルニア・GERD 6 腸重積 3
消化管異物 1 消化管ポリープ 4
腐食性食道炎 1 先天性胆道拡張症 1
肥厚性幽門狭窄症 4 肝内結石症 1
先天性十二指腸閉鎖症 1 癒着性イレウス 2
メコニウム病 2 虫垂炎 1
臍ヘルニア 3 肛門周囲膿瘍・痔瘻 2
穿孔性腹膜炎 1 慢性便秘 1
直腸肛門奇形 生体肝移植後 1
同 肛門形成術目的 2 リンパ管腫 2
同 人工肛門閉鎖目的 外鼠径ヘルニア・精系水腫 1 14
同 肛門修復目的 停留精巣 2
Hirshsprung 病 尿路疾患 2
同 根治術目的 検査入院 6
同 根治術後 3 その他 8
計 7 74
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表 2． 平成 19 年 9 月 1 日から 12 月 31 日までの小児外科手術例数
手術名 生後 28 日 生後 29 日 手術名 生後 28 日 生後 29 日
以内 以上 以内 以上
頭頸部 1 内視鏡的ポリープ切除術 1
良性腫瘍摘出術 1 経肛門的ポリープ切除術 2
その他 消化管内視鏡 10
消化管 2 46 腹部 1 22
腹腔鏡下噴門形成術 3 肝生検 1
粘膜外幽門筋切開術 4 肝切除 1
胃瘻造設術 4 肝内結石症手術 1
十二指腸閉鎖症手術 1 胆嚢摘出術 1
小腸切除術（開腹） 2 外鼠径ヘルニア手術 1 15
メッケル憩室切除術 1 精系水腫手術
（腹腔鏡） 臍ヘルニア 3
腸管膜リンパ管腫切除術 1 泌尿生殖器系 3
虫垂切除術 1 腎芽腫摘出術 1
人工肛門（腸瘻）造設術 1 精巣固定術 2
人工肛門（腸瘻）修復術 1 その他 9
腸管癒着剥離術 1 リンパ管腫硬化療法 2
会陰式肛門形成術 1 IVH カテーテル留置 4
仙骨式肛門形成術 1 IVR 2
肛門周囲膿瘍・痔瘻手術 3 その他 1
計 3 80
＜平成 20 年＞
小児外科入院総数は 212 名であった。そのうち新生児症例は 31 例であった。母体搬送例は 6 例
でその内訳は CCAM 2 例、先天性胆道拡張症 2 例、先天性横隔膜ヘルニア、尾仙部奇形腫がそれ
ぞれ 1 例ずつであった。新センター移転に伴う産科の増設のためか、旧小児総合保健センター時代
には先天性横隔膜ヘルニアにほぼ限られていた母体搬送例が他疾患でも見受けられるようになっ
た。尾仙部奇形腫の 1 例は 1kg を超える巨大腫瘍で腫瘍内出血を起こし、循環不全に陥ったが緊急
手術にて腫瘍切除を施行し、救命された。先天性横隔膜ヘルニアは母体搬送 1 例、ヘリコプター搬




表１． 平成 20 年 小児外科入院患者数
疾患名 生後 28 日 生後 29 日 疾患名 生後 28 日 生後29日
以内 以上 以内 以上
CCAM 1 消化管ポリープ 1
胸腹裂孔ヘルニア 3 1 炎症性腸疾患 1
頸部嚢胞・瘻孔 癒着性イレウス 14
先天性食道閉鎖症 2 イレウス 1
食道重複症 1 肛門周囲膿瘍・痔瘻 4
気管食道瘻 1 慢性便秘 7
気管狭窄症 3 門脈閉塞症 2
食道裂孔ヘルニア・GERD 1 21 先天性胆道気管支瘻 1
食道狭窄 4 先天性胆道拡張症 1 2
消化管異物 4 胆石症 1
胃軸捻転 胃食道静脈瘤 9
肥厚性幽門狭窄症 3 胆道閉鎖症 1 5
先天性十二指腸狭窄症 1 胆道閉鎖症再入院 3
先天性小腸閉鎖・狭窄症 1 生体肝移植後 1
腸回転異常症 4 膵仮性嚢胞 1
胎便性腹膜炎 2 良性腫瘍
新生児尾仙部奇形腫 1 リンパ管腫 4
メッケル憩室 3 縦隔奇形腫 1
メコニウム病 1 その他 4
臍ヘルニア 7 悪性腫瘍
穿孔性腹膜炎 1 肝芽腫 1
直腸肛門奇形 4 2 外鼠径ヘルニア・精系水腫 46
同 人工肛門閉鎖目的 2 停留精巣 10
同 肛門修復目的 3 卵巣嚢腫 4
Hirshsprung 病 1 その他の尿路疾患 1 8
同 根治術目的 2 IVH カテーテル感染 5
同 根治術後 1 IVH ルート確保目的 3
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胃瘻造設目的 5 検査入院 22
胃瘻修復目的 3 その他 1 15
腸重積 3 計 26 248
胃・十二指腸潰瘍 1
アレルギー性胃腸炎 1
表 2． 平成 20 年 小児外科手術例数
手術名 生後28日 生後29日 手術名 生後28日 生後29日
以内 以上 以内 以上
胸部 2 5 内視鏡的ポリープ切除術 1
経腹的横隔膜修復術 2 2 食道静脈瘤硬化療法 2
縦隔腫瘍生検 1 消化管内視鏡 39
肺葉切除術 1 その他 13
肺部分切除（胸腔鏡下） 1 腹部 2 70
消化管 15 122 肝生検 1
内視鏡的異物除去術 3 肝切除 1
気管食道瘻閉鎖術 2 胆道閉鎖症手術 5
食道閉鎖根治術 1 胆道閉鎖症再手術 1
食道バンディング術 1 胆道拡張症手術 2
食道バルーン拡張術 7 胆汁ドレナージ 1
腹腔鏡下噴門形成術 9 奇形腫摘出術（仙尾部） 1
粘膜外幽門筋切開術 5 開腹腫瘍生検 1
腹腔鏡下胃固定術 1 腹壁形成術 1
胃瘻造設術 1 13 外鼠径ヘルニア手術 48
十二指腸閉鎖・狭窄症手術 1 精系水腫手術
小腸閉鎖・狭窄症手術 2 臍ヘルニア 8
十二指腸穿孔手術 2 その他 2
Ladd's 手術 3 泌尿生殖器系 21
メッケル憩室切除術 1 卵巣腫瘍摘出術 3
（開腹） 精巣固定術 11
メッケル憩室切除術 1 膀胱瘻造設術 1
（鏡視下） その他 6
腸重積観血的整復術 1 その他 29
小腸切除術（開腹） 2 2 リンパ管腫硬化療法 3
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人工肛門（腸瘻）造設術 2 4 IVH カテーテル留置 15
人工肛門（腸瘻）閉鎖術 2 IVR 2
Hirshsprung 病根治術 3 その他 9





平成 19 年 10 月から 2 人体制となった。平成 20 年の診療状況は、入院が延べ 104 名、ベッド占
有数は 1 日平均 6.3 床であった。手術を要したのは 87 件（表）、日齢 0 – 18 歳（1 歳未満が 44%）
だった。大きなトラブルなく来られたのは、センター各部署ならび関連機関のご協力によるもので
あり、お礼申し上げたい。 （吉藤和久）




















血管障害 1 頭蓋内出血 1
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症の治療を要する低出生体重児の入院が少ないため、非常に少ない数であった。平成 19 年 9～12
月の手術実績は網膜光凝固 3 件、斜視 2 件、睫毛内反症 2 件、後発白内障 1 件、皮膚腫瘍 1 件であ
った。 （齋藤哲哉）
＜平成 20 年＞





体重児の入院が少ないため、網膜光凝固は非常に少ない数であった。平成 20 年 1～12 月の手術実
績は網膜光凝固 4 件、斜視 3 件であった。未熟児網膜症に対する網膜光凝固の症例は 3 件が当初他
施設で管理中、呼吸器、眼と脳、消化器の合併症が悪化したため当センターに転院された患者様で


















































ったが、看護師不足により NICU6 床、GCU18 床として開始した。NICU の専属医師は 5 名
（新飯田、小林、石川、春日、松本）であった。
開設後 4 か月間において新生児病棟で診療を担当して患児は 35 名であった。この中で、院内
出生は 4 例であった。疾患の内訳（一部で重複あり）では、低出生体重児 14 例、うち極低出
生体重児(出生体重 1500ｇ未満)8 例、分娩障害(頭蓋内出血、低酸素性虚血性脳症、胎便吸引
症候群)3 例、先天奇形症候群 3 例、先天性心疾患 10 例、小児外科疾患 3 例、脳外科疾患 2 例
であった。
人工呼吸器使用例は 10 例であり、うち低出生体重児は 7 例であった。転帰については、自宅
退院 26 例、転院（戻し搬送のみ）5 例、死亡退院 4 例であった。死亡例の内訳は超低出生





新生児病棟は、NICU9 床、GCU(NICU の後方病床)18 床が運用許可数であったが、
2007 年 9 月 1 日の開院時には看護師不足により NICU 数を 6 床として運用開始した。その後
2008 年 4 月 1 日より NICU を 9 床とした。NICU 専属医師として配置されたのは 5 名(新飯
田、小林、石川、春日、松本)であった。さらに藤間医師は後期研修医に準じた形態で 4 月 1







新生児病棟で診療を担当した患児は 115 名であった。この中で、院内出生は 25 例(22%)で
ある。疾患の内訳(重複あり)は、低出生体重児 34 例、うち極低出生体重児(出生体重 1500g 未
満)14 例、分娩障害(頭蓋内出血、低酸素性虚血性脳症、胎便吸引症候群)15 例、先天奇形症候
群 14 例、先天性心疾患 23 例、小児外科疾患(形成外科、泌尿器科を含む)23 例、脳外科疾患
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12 例であった。
人工呼吸器使用例は 39 例であり総入院数の 34％、うち低出生体重児が 51％を占めた。転
帰については、自宅退院 91 例、転棟 8 例、転院(戻し搬送含む)4 例、死亡退院 12 例(10％)で
あった。死亡例概要を表に示した。6 ヶ月以上の長期入院例は 5 例、さらに 2 例が可能性あり
となっている。在宅医療施行は 4 例であり、内訳として胃管栄養 1 例、在宅酸素療法 2 例、ﾍﾟ
ｰｽﾒｰｶｰ留置 1 例であり、気管切開および胃瘻造設例はなかった。
表 死亡症例のまとめ（2008.1.1～12.31）
在胎週数出生体重院内/院外 診断名 死亡日齢 剖検
1 36週 2500ｇ 院内 先天奇形＞単心室、大動脈弓離断、食道閉鎖 1 －
2 38 2570 院内 CHD>総動脈管遺残、胸骨欠損 83 －
3 37 2564 院内 CHD>左心低形成症候群、胆道閉鎖 120 ＋
4 35 2588 院外 神経芽細胞腫 3 ＋
5 34 1520 院内 先天奇形＞ポッター症候群 0 －
6 22 556 院外 低出生体重児、動脈管開存症、脳室内出血 12 －
7 23 631 院内 低出生体重児、新生児遷延性肺高血圧症 1 －
8 36 1950 院内 先天奇形＞ポッター症候群 0 －
9 37 2312 院内 CHD>左心低形成症候群 186 －
10 38 2780 院内 先天性横隔膜ヘルニア 20 －
11 40 2820 院外 ｵﾙﾆﾁﾝﾄﾗﾝｽｶﾙﾊﾞﾐﾗｰｾﾞ欠損症 16 ＋











平成 19 年 9 月 1 日より新センターの開院と同時に、特定機能周産期母子医療センター内に産
科が新規開設となった。人員および施設の特殊性より症例の受け入れに関して制限があるもの













く、それを反映して出生後の児死亡率は 38%（8 例中 3 例）である。また、死亡例のうち 1
例は染色体異常（18 トリソミー）であった。
胸部疾患の死亡例は先天性横隔膜ヘルニア 1 症例であり、妊娠早期（妊娠 23 週）から疾患
を指摘され、かつ肝臓左葉が左胸腔内に入り込むいわゆる liver up の形態であった。胸部疾患
の生存症例は何れも先天性嚢胞性腺種様奇形であり、順調に発育している。
脳外科疾患も 6 例あり、水頭症 4 例、脳瘤 1 例、二分脊椎が 1 例であった。妊娠中期（妊








平成 19 年 9 月より札幌肢体不自由児総合療育センターは道立小児総合保健センターと統合し北海






①入院は 2 階の療育部門の医療・母子病棟と生活支援病棟を各 1 人の小児科医が担当しており、
診察、評価、リハビリ処方などを行っている。












勢管理、生活リズム作成などが行われている。新センター開設後の平成 19 年 9月から 12 月まで
新入院および短期入院が 1 回ずつ、再入院が３回行われ、52 組の母子が入院しリハビリテーシ
ョンを受けた。入院の疾患別分類を表１に示した。
② 生活支援病棟・医療病棟 ：療育部門（90 床）






入院児童の年齢分布は 0 歳児から 18 歳までを対象としており、入院形態は、児童相談所を介す
る契約入院、児童相談所からの措置入院、児童福祉法を利用しない一般入院の 3種類からなって
いる。平成 19 年は延べ 104 人がリハビリテーションを目的に入院したが、移転後 9月から 12 月
までに療育病棟に新規で入院した児童は 30 人であった。新入院患者の疾患別分類を表２に示し
た。

















































が整っている。平成 20 年に新たに本入院した児童は 144 人であり、前年度から継続して入院して
いる児童を含めると、延べ 174 人が利用されている。児童福祉法に基づく入院措置者は平成 20 年
（本入院）で延べ 8 人となっている。本入院総数の幼児の占める総数は 38 人であり、低年齢児童




























































成 20 年度は、藤田裕樹医長、瀧村浩介医師が担当した。平成 20 年度については、常勤医が 1名減

























生活支援病棟への転棟で対応している。平成 20 年度の手術件数は 265 件で、その内訳は、脳性麻
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痺などの変形拘縮に対する股関節筋群解離 44 例、腱延長術 80 件、腱移行術 14 件の他、関節変形




























表 平成 20 年度 患者実績
日別患者数 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計
リハ小児 586 734 894 868 898 1096 1131 963 950 377リ
ハ
リハ整形 1230 1473 1559 1639 1733 1660 1694 1624 1575 559
整形/リハ科比率 67.7% 66.7% 63.6% 65.4% 65.9% 60.2% 60.0% 62.8% 62.4% 59.7%
整形・センター比
率
29.3% 31.9% 31.9% 33.3% 34.7% 32.2% 31.4% 32.4% 30.9% 30.4%
リハビリ合計 1816 2207 2453 2507 2631 2756 2825 2587 2525 936
リハ科/センター
比率






センター合計 4196 4611 4893 4921 4995 5153 5399 5015 5104 1840
リハ小児 537 538 490 539 533 477 530 457 501 139リ
ハ
リハ整形 394 386 468 460 470 440 476 412 415 112
整形／センター
比率
15.9% 16.7% 18.8% 17.5% 17.8% 18.4% 17.8% 18.1% 17.1% 15.2%
センター合計 931 924 958 999 1003 917 1006 869 916 251
リハ科／センタ
ー比率











9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
合
計
420115 股関節筋群解離術 3 8 1 2 8 2 3 6 6 3 2 44
420160 腱延長術 5 11 11 8 9 2 3 6 10 2 4 5 1 1 2 80





420263 骨折観血的手術 1 1 2
420285 骨内異物除去術 3 2 2 1 2 2 4 3 2 6 2 4 6 39
420315 腐骨摘出術 1 1




1 2 3 1 7




1 1 1 1 4
420668 関節形成手術 1 1
420717 直達牽引 1 1





422796 骨長調整手術 1 2 1 1 1 2 8
423314 大腿骨近位部骨きり術 2 5 2 1 3 13
関節内異物除去術 2 2
寛骨臼移動術 1 1
骨移植術 1 1 2




3 1 3 7 1 1 16



















































訓練時間 月 火 水 木 金
入院 入院 入院 入院 入院
１ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
9:00~9:40 外来 外来 外来 外来 外来
入院 入院 入院 入院 入院
２ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
9:50~10:30 外来 外来 外来 外来 外来
入院 入院 入院 入院 入院
３ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
10:40~11:20 外来 外来 外来 外来 外来
装具診
入院 入院 入院 入院 入院
４ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
11:30~12:10 外来 外来 外来 外来 外来
装具診
入院 入院 入院 入院 入院
５ 外来 母子入院 外来 母子入院 外来
13:10~13:50 外来 外来 装具診
入院 入院 入院 入院 入院
６ 外来 母子入院 外来 母子入院 外来
14:00~14:40 外来 外来 装具診
入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択
７ 外来 母子入院 外来 母子入院 外来
14:50~15:30 外来 外来
入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択
８ 医療病棟診 母子入院 外来 母子入院 外来






理学療法 作業療法 言語療法 全て 理学療法 言語療法
個別 個別 個別 退院指導 個別 個別 精神科 個別 精神科 耳鼻科 検査
9月 901 383 240 4 212 108 15 93 17 42 28
10月 1,257 478 320 13 440 218 24 192 23 83 51
11月 1,253 486 293 21 415 210 14 180 17 92 47
12月 1,052 418 241 14 376 208 17 143 23 83 41
小計 4,463 1,765 1,094 52 1,443 744 70 608 80 300 167








施 設 名 職 種 期間及び回数
もなみ学園 O T 10/2 11/6 ２回
表４ 研修会・講習会の実施（平成１９年．９．１～１２．３１）
研修会・講習会名 テーマ、講師 期 間
平成１９年度肢体不自由児 「家庭でできる療育」




施 設 名 職 種 期 間




実習形態 学校名 人数 実習期間
1 総合実習 北都保健福祉専門学校 １名 ８／２７～１０／２７
2 総合実習 千歳リハビリテーション学院 １名 ９／３ ～１０／２６
3 見学実習 北海道文教大学 １名 ９／１０～ ９／１４
4 総合実習 北海道リハビリテーション大学校 １名 １０／１５～１２／ ８
5 総合実習 仙台リハビリテーション学院 １名 １０／２９～１２／１４
・作業療法係
実習形態 学校名 人数 実習期間
1 総合実習 千歳リハビリテーション学院 １名 ９／３ ～１０／２６
2 総合実習 日本福祉リハビリテーション学院 １名 ９／３ ～１０／２６
3 評価実習 札幌医科大学保健医療学部 １名 １０／１ ～１０／１２
4 総合実習 北海道リハビリテーション大学校 １名 １０／１５～１２／ ８
5 総合実習 仙台リハビリテーション学院 １名 １０／２９～１２／１４
表７ 学会・研修会・講習会参加 平成１９年
学会・研修会・講習会名 期 日 場 所 出 席 者
日本聴覚言語医学会 10 月 5日～7日 名古屋市 北川可恵
きょうだいシンポジュウム 10 月 6日 札幌市 鈴木真知子
ボバース上級講習会 10 月 28 日～11 月 1日 大坂市 大澤浩司
北海道 PT 学術大会 11 月 3日～4日 札幌市 小神博、水上八行、西部寿人、他
北海道乳幼児療育研究会 11 月 3日～4日 札幌市 鈴木真知子
第７５回肢体不自由児通園 11 月 9日 苫小牧市 小神博、水上八行、石倉昇子
施設合同研修会
日本ボバース研究会北海道 11 月 13 日～14 日 帯広市 鈴木真知子、水上八行、藤坂広幸、
ブロック合同研修会 石倉昇子、古俣春香、大下裕子、
斎藤幸子


















































訓練時間 月 火 水 木 金
入院 入院 入院 入院 入院
１ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
9:00~9:40 外来 外来 外来 外来 外来
入院 入院 入院 入院 入院
２ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
9:50~10:30 外来 外来 外来 外来 外来
入院 入院 入院 入院 入院
３ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
10:40~11:20 外来 外来 外来 外来 外来
装具診
入院 入院 入院 入院 入院
４ 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院 母子入院
11:30~12:10 外来 外来 外来 外来 外来
装具診
入院 入院 入院 入院 入院
５ 外来 母子入院 外来 母子入院 外来
13:10~13:50 外来 装具診 外来
入院 入院 入院 入院 入院
６ 外来 母子入院 外来 母子入院 外来
14:00~14:40 外来 装具診 外来
入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択
７ 外来 母子入院 外来 母子入院 外来
14:50~15:30 外来 外来
入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択 入院児選択
８ 医療病棟診 母子入院 外来 母子入院 外来






理学療法 作業療法 言語療法 全て 理学療法 言語療法
個別 個別 個別 退院指導 個別 個別 精神科 個別 精神科 耳鼻科 検査
1月 935 396 244 12 394 192 13 165 11 56 40
2月 1,282 521 330 44 383 184 18 144 18 79 58
3月 956 408 273 36 460 211 16 183 18 97 55
4月 910 307 251 7 417 200 12 212 13 110 53
5月 1,263 398 271 14 448 196 18 187 25 80 44
6月 1,942 645 477 18 463 203 21 192 22 79 58
7月 1,053 476 340 12 489 221 27 193 25 102 62
8月 1,456 444 334 29 483 213 13 176 17 98 53
9月 1,612 523 376 33 475 185 24 188 23 83 65
10月 1,761 548 411 26 480 223 27 215 24 120 52
11月 1,476 440 334 17 415 202 27 170 24 101 33
12月 1,502 454 338 33 457 210 18 199 13 95 40
小計 16,148 5,560 3,979 281 5,364 2,440 234 2,224 233 1,100 613








施 設 名 職 種 期間及び回数
もなみ学園 O T 2/19 1 回
表４ 実習の受け入れ 平成２０年
・理学療法係
実習形態 学校名 人数 実習期間
１見学実習 北海道大学保健医療学部 ２名 ２／２５～２／２９
２総合実習 札幌リハビリテーション専門学校 １名 ４／１４～６／１３
３総合実習 日本福祉リハビリテーション学院 １名 ５／１２～７／ ４
４総合実習 北海道大学保健医療学部 １名 ６／ ２～７／２５
５総合実習 札幌医科大学保健医療学部 ２名 ６／１６～８／ １
６見学実習 札幌リハビリテーション専門学校 ２名 ７／１４～７／１９
７総合実習 北都保健福祉専門学校 １名 ８／２５～１０／２４
８総合実習 千歳リハビリテーション学院 １名 ９／ １～１０／２４
９見学実習 北海道文教大学 ２名 ９／ ８～ ９／１２
10 総合実習 北海道リハビリテーション大学校 １名 １０／２０～１２／１２
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11 評価実習 北都保健福祉専門学校 １名 １１／１０～１２／１２
・作業療法係
実習形態 学校名 人数 実習期間
１見学実習 札幌医科大学保健医療学部 １名 １／２８～２／ １
２見学実習 北都保健福祉専門学校 １名 ２／１８～２／２２
３見学実習 北海道大学保健医療学部 １名 ２／２５～２／２９
４見学実習 北海道リハビリテーション大学校 １名 ２／２５～２／２９
５見学実習 日本福祉リハビリテーション学院 １名 ２／２５～２／２９
６見学実習 日本福祉リハビリテーション学院 １名 ３／ ３～３／ ７
７総合実習 北海道大学保健医療学部 １名 ４／ ７～５／２３
８総合実習 札幌医科大学保健医療学部 １名 ４／１４～５／２３
９総合実習 札幌医科大学保健医療学部 １名 ６／ ２～７／１１
10 総合実習 札幌医科大学保健医療学部 １名 ８／１８～９／２６
11 総合実習 千歳リハビリテーション学院 １名 ９／ １～１０／２４
12 評価実習 札幌医科大学保健医療学部 １名 １０／ ６～１０／１７
・言語聴覚療法係
実習形態 学校名 人数 実習期間
１総合実習 北海道医療大学 １名 ６／２３～８／１５
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表５ 講師派遣 平成２０年










学会・研修会・講習会名 期 日 場 所 出 席 者
マカトンワークショップ ２月２日 東京都 熊田広樹
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STND ミーティング研修会 ２月１２日～１３日 大阪市 鈴木真知子、斎藤幸子
音声分析セミナー ３月８日～９日 東京都 鈴木真知子、熊田広樹
音声分析研修会 ３月２９日 東京都 熊田広樹
認知特性包括的アセスメント ４月２６日～２７日 東京都 鈴木真知子
DN-CAS 講習会 ６月２１日～２２日 東京都 熊田広樹
日本言語聴覚士学会 ６月２１日～２２日 さいたま市 北川可恵
新生児室勤務のセラピスト、看 ８月２３日～２４日 大阪市 井上貴博
護師のためのショートコース




日本聴覚言語医学会 １０月１日～３日 東京都 北川可恵
全国 PT 学術研修大会 １０月１０日～１１日 札幌市 小神博、水上八行他
北海道 PT 学術大会 １０月１２日 札幌市 小神博、水上八行、木村
正剛他
北海道乳幼児療育研究会 １１月１日～２日 札幌市 熊田広樹












施行されている。内科の新規の紹介患者数は 2007 年度（9 月～12月）79 名、外来患者数は 2007
年度（9月～12 月）580 名、入院患者数は 2007 年度（9 月～12 月）101 名、心臓カテーテル検査













2008 年度の内科の新規の紹介患者数は 139 名、外来患者数は 2143 名、入院患者数は 230 名、















































平成 20 年の手術の年齢分を示す（図 1)． 18 歳以上は 67 例あったが、そのうち帝王切開術は


































































院内向け一次救急処置講座（BLS）年 2 回、一般職員向け BLS1 回、家族向け BLS1 回、院内看
護師向け二次救急処置講座（PALS）2 回、AHA 公認 PALS 年 1 回を実施している．
５）看護体制
看護は日勤と夜勤の二交代制である．夜勤と休日の日勤者は手術が行われていない場合は時間外










保管・医療機器安全情報の保管等が義務化され、それらも同時に取り組んだ。平成 20 年 5 月より





































平成 20 年の入室患者数は 214 名であった．平成 20 年の入室患者の診療科別分布を表に示す．























SPD 部門は大きく分類して医療材料管理、医薬品管理と滅菌業務の 3 つからなっている．しか
し当センターでは総合的な院内物流システムとしてとらえ、検体、事務用品その他の搬送も担当し
ている．医療材料は預託扱いとし使用した時点で購入となるシステムである．
SPD は外注とし委託業者が業務を担当している．毎月 1 度 SPD 委員会を開催し、医療材料の採
択の可否とマスター管理についての検討を行っている．
２）現状
医療材料のマスター管理物品は開設当初 2300 種であったが、現在は 4000 種まで増加している．
その理由は新設科の物品があったこと、予想以上に年齢幅の大きな手術があるためにサイズを各種















平成１９年（9 月 1 日～12 月 31 日）
一般撮影 ＭＲＩ
部 位 人 件 数 人 件 数
頭頸部 150 251 236 245
胸腹部 978 1,267 24 26
体幹部 552 756 260 271
上肢 79 167 ＊スペクトロスコピー 2 2
下肢 996 4,483




部 位 人 件 数 他の血管造影・検査 4 4
胸・腹部 1,525 1,620 39 39
その他 72 145




人 件 数 3 12
65 65 4 22
62 62 3 13










































































平成２０年（１月１日～12 月 31 日）
一般撮影 ＭＲＩ
部 位 人 件 数 人 件 数
頭頸部 383 661 835 987
胸腹部 3,398 4,275 87 93
体幹部 1,838 2,601 922 1,080
上肢 334 685 ＊スペクトロスコピー 5 5
下肢 3,120 15,248




部 位 人 件 数 他の血管造影・検査 40 40
胸・腹部 5,228 5,542 172 172
その他 190 449




人 件 数 20 80
314 314 6 19
269 269 10 38































































































































































○第１０８回ＣＰＣ 平成１９年１１月３０日 （横山 繁昭）
表３．平成１９年剖検症例の要約
番号 年齢 性別 臨床診断 病理解剖学的診断 担当科 CPC日時




































































































































































































２ Ｆ 病棟 ３ Ｆ 病棟 計 ２ Ｆ 病棟 ３ Ｆ 病棟 計 ２ Ｆ 病棟 ３ Ｆ 病棟 計 ２ Ｆ 病棟 ３ Ｆ 病棟 計
枚 289 715 1, 004 488 984 1, 472 360 1, 098 1, 458 438 1, 064 1, 502
件 429 1, 320 1, 749 712 1, 847 2, 559 511 2, 093 2, 604 637 1, 856 2, 493
剤 2, 050 9, 352 11, 402 3, 316 13, 222 16, 538 3, 080 17, 255 20, 335 4, 707 16, 294 21, 001
枚 77 1, 353 1, 430 95 1, 638 1, 733 60 1, 576 1, 636 69 1, 500 1, 569
件 142 2, 487 2, 629 183 2, 723 2, 906 111 2, 838 2, 949 141 2, 773 2, 914
薬品
件数
200 4, 678 4, 878 293 5, 444 5, 737 165 4, 902 5, 067 227 5, 083 5, 310
枚 6 108 114 10 186 196 16 137 153 15 133 148
件 6 177 183 13 267 280 17 178 195 15 171 186
剤 6 2, 632 2, 640 31 4, 677 4, 708 36 1, 847 1, 883 15 1, 996 2, 011
枚 3 24 31 44
件 3 24 31 44
薬品
件数
3 31 36 57
枚数 525 751 781 777
発行率 82. 2% 79. 3% 83. 6% 84. 0%
31 30 28 20
355 436 442 387
24. 8% 25. 2% 27. 0% 24. 7%
基本輸液 46 72 49 98
ｵｰ ﾀﾞ ﾒｲﾄﾞ 50 113 76 64
計 96 185 125 162
0 23 20 22
















２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計
枚 279 931 1,210 438 1,098 1,536 283 1,105 1,388 278 1,242 1,520
件 405 1,732 2,137 612 2,040 2,652 373 1,914 2,287 368 2,156 2,524
剤 3,365 13,263 16,628 3,869 15,770 19,639 4,278 14,811 19,089 2,364 17,306 19,670
枚 53 1,544 1,597 84 1,547 1,631 46 1,788 1,834 31 1,374 1,405
件 110 2,867 2,977 129 2,671 2,800 77 3,247 3,324 50 2,244 2,294
薬品
件数
178 5,192 5,370 200 5,253 5,453 122 6,129 6,251 86 4,128 4,214
枚 6 113 119 8 126 134 5 121 126 14 136 150
件 6 141 147 8 148 156 5 143 148 14 166 180
剤 8 959 967 8 730 738 5 650 655 14 1,272 1,286
枚 45 44 54 39
件 45 44 54 41
薬品
件数
58 57 67 43
枚数 755 824 901 893
発行率 86.4% 86.0% 87.7% 85.6%
18 15 16 12
428 421 479 355
26.8% 25.8% 26.1% 25.3%
基本輸液 47 67 57 60
ｵｰ ﾀﾞ ﾒｲﾄﾞ 42 60 88 52
計 89 127 145 112
60 5 48 5
















２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計
枚 426 1,141 1,567 504 1,412 1,916 400 1,323 1,723 416 1,449 1,865
件 542 1,804 2,346 648 2,195 2,843 508 2,031 2,539 528 2,132 2,660
剤 3,434 12,912 16,346 3,661 15,351 19,012 4,372 6,972 11,344 3,259 13,563 16,822
枚 47 1,650 1,697 63 1,466 1,529 77 1,038 1,115 77 1,367 1,444
件 76 3,119 3,195 103 2,667 2,771 154 2,079 2,233 139 2,572 2,711
薬品
件数
139 5,600 5,739 186 4,848 5,034 281 3,792 4,073 246 4,787 5,033
枚 13 150 163 9 157 166 16 152 168 5 126 131
件 13 177 190 15 178 193 16 175 191 5 151 156
剤 13 644 657 30 524 554 16 612 628 5 694 699
枚 12 25 29 28
件 12 25 29 28
薬品
件数
12 25 29 28
枚数 808 908 879 826
発行率 83.2% 84.5% 84.0% 86.3%
10 15 12 12
45
441 461 424 449
26.0% 30.2% 38.0% 31.1%
基本輸液 86 31 21 54
ｵｰ ﾀﾞ ﾒｲﾄﾞ 53 36 31 29
計 139 67 52 83
4 17 102 30















２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計 ２Ｆ病棟 ３Ｆ病棟 計
枚 558 1,551 2,107 690 1,895 2,585 557 1,367 1,924 374 1,390 1,764
件 765 2,501 3,266 951 2,837 3,788 724 2,134 2,858 506 2,041 2,547
剤 5,419 15,010 22,429 6,085 16,913 22,998 4,320 15,229 19,549 5,408 14,875 20,283
枚 45 1,507 1552 77 1,650 1,727 76 1,320 1,396 55 1,810 1,865
件 88 3,012 3100 130 3,009 3,139 126 2,536 2,662 90 3,392 3,482
薬品
件数
141 5,386 5527 240 5,604 5,844 230 4,830 5,060 155 6,388 6,543
枚 9 146 155 13 155 168 5 144 149 5 151 156
件 13 167 180 13 174 187 5 174 179 5 172 177
剤 19 491 510 13 452 465 5 620 625 5 635 640
枚 31 26 52 61
件 31 26 52 61
薬品
件数
31 26 52 61
枚数 838 913 759 911
発行率 84.4% 84.5% 83.6% 85.4%
8 10 14 17
55 46 70 51
564 544 449 547
36.3% 31.5% 32.2% 29.3%
基本輸液 65 74 29 38
ｵｰ ﾀﾞ ﾒｲﾄﾞ 27 28 14 0
計 92 102 43 38
21 82 20 42

















内服薬 外用薬 注射薬 占有率 内服薬 外用薬 注射薬
１．中枢神経系用薬 15.3% 25.1% 1.0% 4.2% 38.2% 42.8% 19.0%
２．末梢神経系用薬 4.0% 0.0% 0.8% 1.1% 39.1% 0.0% 60.9%
３．局所麻酔剤 0.0% 1.0% 0.2% 0.3% 0.1% 28.6% 71.3%
４．感覚器官用薬 0.0% 2.2% 0.0% 0.2% 0.0% 100.0% 0.0%
５．循環器官用薬 8.2% 0.1% 11.1% 10.0% 8.5% 0.0% 91.4%
６．呼吸器官用薬 2.7% 19.4% 0.0% 1.7% 16.8% 82.6% 0.6%
７．消化器官用薬 3.6% 2.4% 1.2% 1.6% 24.3% 10.9% 64.8%
８．ホルモン剤（抗ホルモン剤を含む） 0.9% 1.9% 24.9% 20.7% 0.5% 0.7% 98.9%
９．泌尿生殖器官及び肛門用薬 1.1% 0.4% 0.0% 0.1% 81.1% 18.5% 0.4%
１０．外用薬 0.0% 8.6% 0.0% 0.6% 0.0% 100.0% 0.0%
１１．ビタミン剤 1.4% 0.0% 0.3% 0.4% 36.8% 0.0% 63.2%
１２．滋養強壮薬 36.4% 0.0% 2.6% 6.0% 63.7% 0.0% 36.3%
１３．血液・体液用薬 0.6% 1.5% 4.3% 3.7% 1.7% 2.9% 95.4%
１４．人工透析薬 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 100.0%
１５．その他の代謝性医薬品 6.5% 0.1% 1.0% 1.5% 45.1% 0.5% 54.4%
１６．腫瘍用薬 2.4% 0.0% 1.0% 1.1% 22.6% 0.0% 77.4%
１７．アレルギー用薬 5.0% 0.0% 0.0% 0.5% 99.8% 0.0% 0.2%
１８．漢方 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
１９．抗生物質製剤 7.2% 0.0% 9.1% 8.2% 9.1% 0.0% 90.9%
２０．化学療法剤 3.0% 0.2% 27.3% 22.8% 1.4% 0.1% 98.6%
２１．生物学的製剤 0.0% 0.0% 10.1% 8.4% 0.0% 0.0% 100.0%
２２．Ｘ線造影剤 1.5% 0.0% 1.7% 1.6% 10.1% 0.0% 89.9%
２３．診断用薬 0.0% 0.0% 0.4% 0.3% 0.0% 0.0% 100.0%




































提供食種： 一般常食（５種）1000Kcal 1200Kcal 1500Kcal 1800Kcal 2100Kcal



















一日平均食数（H２０年度） 朝 食 昼 食 夕 食
一般常食 ８８食 ９０食 ８４食
粥軟菜食・離乳食 ３０食 ３６食 ３３食
ミルク・流動食 ２４食 ２５食 ２５食
特別食 ５食 ５食 ５食
※離乳食とミルクの重複有り
栄養管理状況（H２０年度）
一般常食１２００Kcal （１３００Kcal 蛋白５９g 脂肪４０g）
Ca ７００g 鉄１１.６mg レチノール９４４μg B１ １．４１ｍｇ
















平成 19 年 9 月 1日、道立小児総合保健センターと道立札幌肢体不自由児総合療育センターが
統合し、道立子ども総合医療・療育センターが開設した。同様に 2施設の看護部門が統合し、看


































構成員は担当副看護部長、看護師長、副看護師長とし、月 2回第 2・4 火曜日に定例開催した。
院内教育を企画・運営した。
4) 看護部業務委員会









































１．心不全により運動制限のある乳児への発達援助 森禎枝,稲田早苗（集中治療棟) 第 38 回小
児看護学会 2007.9.5-6 筑波市
２．術前訪問の質の向上をめざして-ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成- 菊地弥佳,中尾姫久代（医




















































































60 24 1 2 21 24 1 3 3
生活支援病棟 50 24 1 2 21 24 7 3 3
Ａ病棟 30 26 1 2 23 26 1 3 3
Ｂ病棟 30 26 1 2 23 26 1 3 3
母性病棟 12 17 1 7 8
新生児病棟 18 17 1 2 15 18
3 3
ＮＩＣＵ 9 24 1 2 13 16 3 3
ＩＣＵ 6 24 1 2 21 24 3 3
手術棟 12 1 1 10 12 1 1
外来 2 1 1 2 5 1
100
看護管理室 3 1 2 3
215 199 1 2 10 16 154 183 5 11 22 22
表２ 採用・退職者状況
月 次 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計
採用 9 9正
規















研 修 名 対 象 期 間 人数
新任研修Ⅰ 新採用職員及び異動者 平成 19 年 9月 3日～ 9月 5 日 10 名
新任研修Ⅱ 平成 19 年度新採用職員 平成 19 年 10 月 5 日 11 名








平成 19 年 10 月 19 日 4 名
呼吸管理の基
礎知識




研 修 名 主 催 期 間 人数
保健師助産師看護師等実習指導者
講習会
北海道 平成 19 年 8月 21 日～10 月 19 日 2 名
保健・医療養育支援技術研修 北海道 平成 20 年 2 月 15 日 2 名
②学会派遣




平成 19 年 11 月 9 日～11 月 10 日 1 名
③ 北海道職員研修
研 修 名 主 催 期 間 人数
新採用職員研修 北海道 平成 19 年 9月 19 日～ 9月 21 日 3 名
平成 19 年 9月 26 日～ 9月 28 日 11 名
④北海道立病院看護職員研修




平成 19 年 11 月 28 日～11 月 30 日 2 名
表５ 1) 臨床実習受け入れ状況
施 設 名 期 間 人数
札幌医科大学保健医療学部看護学科 平成 19 年 11 月 26 日～12 月 9日 3 名
北海道医療大学看護福祉学部看護学科 平成 20 年 1月 16 日～ 2月 28 日 24 名
2) 施設見学受け入れ状況（看護部対応）
施 設 名 期 間 人数












































































３．脳性麻痺痙性両麻痺児の CI ｾﾗﾋﾟｰの効果-動機づけに着眼して- 関ひとみ,竹内未央(生活支
援病棟),大下裕子(訓練課)第 53 回全国肢体不自由児療育研究大会 2008.10.16-17 大阪市
４．家族ｹｱについて-ﾑｰｽ疾患関連危機ﾓﾃﾞﾙを用いての家族援助を始めて- 北智子（集中治療棟）
第 88 回北海道医学大会集中治療分科会(看護部門ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ) 2008.10.4 旭川市
3) 出版
小児麻酔と周術期看護-より質の高い周術期看護を目指して-監修 並木昭義(札幌医科大学麻酔

























































































医療・母子病棟 60 24 1 2 21 24 1 3 3
生活支援病棟 50 24 1 2 21 24 7 3 3
Ａ病棟 30 26 1 2 23 26 1 3 3
Ｂ病棟 30 26 1 2 23 26 1 3 3
母性病棟 12 17 1 1 15 17 2 2
新生児病棟 18 17 1 2 14 17 2 2
ＮＩＣＵ 9 24 1 2 20 23 3 3
ＩＣＵ 6 24 1 2 20 23 3 3
手術棟 12 1 1 10 12 1 1
外来 2 1 1 2 5 1
看護管理室 3 1 2 3





４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
採 正採用 32 32
用 規退職 1 1 1 2 18 23
退 臨採用 0
職 時退職 0
転入 転入 5 1 6
出 転出 1 1
表３ 院内研修実施状況
研 修 名 対 象 期 間 人数
新任研修Ⅰ 新採用職員及び異動者
平成 20 年 4月 1日～ 4月
4 日
37 名
新任研修Ⅱ 新採用職員・新卒者 平成 20 年 10 月 10 日 21 名












平成 20 年 8月 28 日・ 9月
19 日・11 月 13 日
延べ
43 名
心電図の基本 新採用職員等 平成 20 年 6月 11 日 34 名

















新採用職員等 平成 20 年 9月 25 日 19 名
呼吸管理の基礎(看
護)











































平成 20 年 10 月 22 日～12
月 19 日
1 名
看護必要度の考え方と評価方法 北海道看護協会 平成 20 年 4月 12 日 2 名
機能するリスクマネジメント 北海道看護協会




平成 20 年 10 月 28 日～10
月 30 日
1 名
子どもの虐待と家族支援研修会 北海道看護協会 平成 20 年 12 月 2 日 1 名
今、求められている新人教育 北海道看護協会











学 会 名 主 催 期 間
人
数
日本新生児看護学会学術集会 日本新生児看護学会 平成 20 年 10 月 31 日 2 名
第 39回日本看護学会「地域看護」 日本看護協会





















平成20年 4月 24日～ 4月
25 日
2 名



































平成 21 年 2月 14 日 1 名
⑥ 座長等受諾
学 会 名 主 催 期 間
人
数
第 55 回日本小児保健学会 日本小児保健学会 平成 20 年 9 月 27 日 2 名
日本新生児看護学会学術集会 日本新生児看護学会 平成 20 年 10 月 31 日 2 名
表５ 1) 臨床実習受け入れ状況
施 設 名 期 間 人数
札幌医科大学保健医療学部看護学科 平成 20 年 4 月 7日～ 4月 9 日 4 名
道立衛生学院看護学科 平成 20 年 5月 12 日～ 7月 28 日 24 名
市立小樽病院高等看護学院 平成 20 年 5月 13 日～ 7月 31 日 28 名
天使大学看護栄養学部 平成 20 年 5月 22 日～ 9月 26 日 36 名
北翔大学人間福祉学部 平成 20 年 8月 28 日～ 9月 19 日 22 名
札幌医科大学保健医療学部 平成 20 年 9月 29 日～12 月 12 日 20 名
札幌医科大学医学部 医学総論 医療総論 平成 20 年 9月 29 日～10 月 2日 3 名
道立衛生学院通信制看護学科 平成 20 年 10 月 16 日～11 月 5日 33 名
道立衛生学院助産学科 平成 21 年 1月 15 日～ 1月 23 日 12 名
北海道医療大学看護福祉学部看護学科 平成 21 年 1月 21 日～ 3月 5日 24 名
2) 施設見学受け入れ状況（看護部対応）
施 設 名 期 間 人数
市立小樽病院高等看護学院 平成 20 年 4月 11 日 30 名
天使大学看護栄養学部看護学科 平成 20 年 5 月 9日・ 8月 29 日 38 名
富良野看護専門学校 平成 20 年 7 月 23・24 日 24 名
道立稚内高等学校看護専攻科 平成 20 年 8月 21 日 47 名






























































・医療安全対策会議（月例：第 3 木曜日、7 回開催）



















































・医療安全対策会議（月例：第 3 木曜日、11 回開催）




















































１．皆川公夫： 特集 てんかん診療 ABC てんかんの薬物療法の基本と新たな抗てんかん薬
小児科診療 70: 53-60, 2007
２．皆川公夫： 道立小児総合保健センター神経外来における重症心身障害児の予防接種状
況 小児科診療 70: 509-512, 2007
３．皆川公夫： これだけは知っておきたい小児ケア Q & A．Ⅵ．小児の症状、観察と看護．
Q31．意識障害について、教えてください p70-71 ナーシングケア Q & A 第 16 号 総合医学


















成 18年度予防接種リサーチセンター研究報告 353-354, 2007
８．田辺卓也、粟屋 豊、松石豊次郎、伊予田邦昭、永井利三郎、栗原まな、山本克哉、
皆川公夫、前川喜平、田川哲三： 神経疾患をもつ児の保護者に対する予防接種アンケート
平成 18 年度予防接種リサーチセンター研究報告 360-362, 2007
９．皆川公夫： 小児のけいれん重積治療の臨床と薬理 日本小児科学会雑誌
2007;111:1273-1281
１０．皆川公夫： 神経疾患をもつ小児に対する予防接種ガイドブック 編集 粟屋 豊、伊
121
予田邦昭、栗原まな、永井利三郎 東京 診断と治療社 2007 年 12 月 25 日発行
１１．Hayashi, K,, Osawa, M., Aihara, M., Izumi, T., Otsuka, Y., Haginoya, K., Kato,
I., Kaneko, K., Sugai, K., Takahashi, T., Hamano, S., Matsukura, M., Miura, H.,
Minagawa, K., Yamano, T., Yamamoto, H., Yamanouchi, H., Yoshikawa, H. ; Efficacy of
intravenous midazolam for status epilepticus in childhood Pediatr Neurol 36: 366-72,
2007
１２．渡邊年秀、皆川公夫： Doose 症候群の３例 てんかんをめぐって ⅩⅩⅥ: 52-61, 2007
血液腫瘍科
１．Tomizawa, D., Koh, K., Sato, T., Kinukawa, N., Morimoto, A., Isoyama, K., Kosaka,
Y., Oda, T., Oda, M., Hayashi, Y., Eguchi, M., Horibe, K., Nakahata, T., Mizutani,
S., Ishii, E. ; Outcome of risk-based therapy for infant acute lymphoblastic leukemia
with or without an MLL gene rearrangement, with emphasis on late effects: a final
report of two consecutive studies, MLL96 and MLL98, of the Japan Infant Leukemia Study
Group Leukemia. 21: 2258-63, 2007
（２）第一外科部
小児外科
1. Kikuchi, H., Katsuramaki, T., Kukita K, Taketani S, Meguro M, Nagayama M, Isobe
M, Mizuguchi T, Hirata K.New strategy for the antifibrotic therapy with oral
administration of FR260330 (a selective inducible nitric oxide synthase inhibitor)
in rat experimental liver cirrhosis. Wound Repair Regen. 2007 Nov-Dec;15(6):881-8.
脳神経外科
1. 吉藤和久，師田信人，井原 哲： 小児における腰仙部脊柱管後方成分形成の検討 小児
の脳神経 32： 426-429, 2007
2. 吉藤和久: 中大脳動脈閉塞症における脳虚血重症度と arterial back pressure ―の適
応判定のために― 札幌医学雑誌 76: T1-T9，2007
3. 越智さと子、吉藤 和久、高橋 義男: シャント抜去術後生じたてんかん発作２例＝頭
頚移行部病変合併例の検討＝ てんかんを巡って XXVI: 37-42,2007
耳鼻咽喉科
1. Takeyama K, Mitsuzawa H, Nishitani C, Shimizu T, Sano H, Kunishima Y, Takahashi
S, Hotta H, Matsukawa M, Shibata K, Tsukamoto T, Kuroki Y.;The 6-fluoro-8-methoxy
quinolone gatifloxacin down-regulates interleukin-8 production in prostate cell line
PC-3. Antimicrob Agents Chemother. 51:162-8 2007
122
2. Sano H, Ishino M, Krämer H, Shimizu T, Mitsuzawa H, Nishitani C, Kuroki Y.； The
microtubule-binding protein Hook3 interacts with a cytoplasmic domain of scavenger


















4．Tachibana T,Takagi N,Osawa H,Takamuro M,Yokozawa M, Tomita H,Higami T.
Cor triatrium and total anomalous pulmonary venous connection to the coronary sinus
J Thorac Cardiovasc Surg 134:1067-1069,2007
5．Sakurai N, Fuse S, Takamuro M, Yokozawa M, Kikuchi S, Horita N, Tsutsumi H. Double
outlet right ventricle with intact ventricular septum. Pediatr Int. 49:248-50,2007
6．Watanabe K, Nishikimi T, Takamuro M, Yasuda K, Ishikawa Y, Tanabe S, Yamada O,
Yagihara T, Suga S, Kangawa K, Matsuoka H, Echigo S. Possible role of adrenomedullin
in the regulation of Fontan circulation: mature form of plasma adrenomedullin is
extracted in the lung in patients with Fontan procedure. Regul Pept. 141:129-34, 2007
7．Tomita H, Hatakeyama K, Soda W, Kobayashi T. Ticlopidine may prevent migraine with
aura after transcatheter closure of atrial septal defect with Amplatzer Septal
Occluder. J Cardiol 49:357-360,2007
8．Tomita H, Hatakeyama K, Soda W, watanabe M, Takagi N. Static balloon atrial
septostomy with buddy wire technique: A case report. J Cardiol 49:259-262,2007
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9．Tomita H, Haneda N, Kuroe K, Nogi S, Ueda H, Kishida K, Higaki T, Horiguchi Y,
Furui J, Tamura M, Takada H, Tsurumi F, Tanaka S, Yano H. AMPLATZER duct occluder®
or Coils for transcatheter occlusion of patent arterial duct; A cost comparison of
devices in the setting of a voluntarily humanitarian heart saving project in Mongolia.
Congenital Cardiology Today 5:1-7,2007
10．櫻井のどか,前垣よし乃,鎌崎穂高,要藤裕孝,永井和重,長谷山圭司,高室基樹,堤裕幸,
横田俊平. 重症肺病変を合併した若年性皮膚筋炎の 1例. 臨牀小児医学 55: 94-96, 2007.
11．江原 朗, 山中 樹, 太田八千雄, 梶井直文, 高室基樹, 渡辺 徹, 稲川 昭, 古山正之,
富樫武弘, 南部春生, 三戸和昭, 目黒順一. 北海道における小児救急地域医師研修会の実






















歳男児例 渡邊年秀、皆川公夫（小児科） 第７回北海道小児神経症例検討会 2007. 1. 20
札幌
２．頭痛・嘔吐のみで発症し、MRI で皮髄境界を中心に著明な多発性病変を認めた４歳男児
例 渡邊年秀、皆川公夫（小児科） 第７回北海道小児神経症例検討会 2007. 1. 20 札幌
３．West 症候群に対してビガバトリンが無効で ACTH が有効であった滑脳症の１例 渡邊年
秀、皆川公夫（小児科） 第 62回北海道てんかん懇話会 2007. 2. 17 札幌
４．臭化物が有効であった乳児重症ミオクロニーてんかんの１例 渡邊年秀、皆川公夫（小
児科） 日本小児科学会北海道地方会第 268 回例会 2007. 2. 25 札幌
５．PHOX2B 遺伝子変異を認めた先天性中枢性低換気症候群の１例 渡邊年秀、皆川公夫（小
児科） 第９回日本小児神経学会北海道地方会 2007. 3. 10 札幌
６．小児のけいれん重積治療の臨床と薬理 皆川公夫（小児科） 第 110 回日本小児科学会
学術集会教育講演 2007. 4. 21 京都
７．20μg/ml を超える高濃度 CBZ 治療を長期間実施されていた前頭葉てんかんの１例 渡邊
年秀、皆川公夫（小児科） 第 110 回日本小児科学会学術集会 2007. 4. 21 京都
８．小児のけいれん重積に対する抗けいれん薬治療 皆川公夫（小児科） 第１回長崎こど
もの救急疾患研究会特別講演 2007. 6. 22 長崎
９．フェノバルビタール大量療法で持続静注から脱却しえた特異な脳炎脳症後てんかんの
一群の男児例 渡邊年秀、皆川公夫（小児科） 日本小児科学会北海道地方会第 269 回例会
2007. 7. 1 旭川
１０．非定型的急性散在性脳脊髄炎（ADEM）の２例 渡邊年秀、皆川公夫（小児科） 第 49
回日本小児神経学会 2007. 7. 5-7 大阪
１１．生後 10 日で発症した migrating partial seizures in infancy の１男児例 渡邊年
秀、皆川公夫（小児科） 第 63回北海道てんかん懇話会 2007. 9. 29 札幌
１２．難治性てんかんに対する間欠的短期リドカイン静注治療の有効性に関する検討 渡邊
年秀、皆川公夫（小児科） 第 41 回日本てんかん学会 2007. 11. 2 福岡
１３．医学講座：小児のけいれん重積発症のメカニズムと治療 皆川公夫（小児科） 日本
医師会医学講座 2007. 11. 8 日経ラジオ
１４．Migrating partial seizures in infancy の１例 渡邊年秀、皆川公夫（小児科）、高






川・粟屋班）」平成 19 年度第２回班会議研究報告会 2007. 12. 15 東京
血液腫瘍科
１．小児ホジキンリンパ腫の 1 例－FDG-PET 所見と治療法の選択について－ 小田孝憲、工
藤 亨（小児科），木村幸子、横山繁昭（病理）第４回北海道小児悪性リンパ腫講演会 2007.
1. 13 札幌
２．高 K 血症を呈し死亡した Stage 4S 神経芽腫の乳児例 小田孝憲、工藤 亨 (小児科），
渡部潤子、小林智史、堀 司、畠山直樹、鈴木信寛（札幌医大小児科） 第 15 回小児血液・
悪性腫瘍研究会 2007. 10. 27 札幌
（２）第一外科部
小児外科
1. STEP 手術を施行された短腸症の 1例 西堀重樹、縫明大、菊池仁、平間敏憲（小児外科）
第 77日本小児外科学会地方会 2007.9.15 札幌
2. 内視鏡的に整復した小児急性胃軸捻転症の 1 例 菊池仁、縫明大、西堀重樹、笠井章次、
平間敏憲（小児外科）第 44 回日本小児外科学会学術集会 2007.6.1 東京
3. 先天性結腸閉鎖症の 1 例 菊池仁、縫明大、西堀重樹、平間敏憲（小児外科）第 77 回
日本小児外科学会地方会 2007.9.15 札幌




1. 困難であった内視鏡的第 3 脳室底開窓術の 2 小児例 吉藤和久（脳神経外科）、師田信
人、井原 哲 第 23 回新都心神経内視鏡フォーラム 2007.1.27 東京
2. 松果体部腫瘍の 2 例 吉藤和久（脳神経外科）、師田信人、井原 哲 城南脳神経外科
懇話 2007.2.16 東京
3. 当院における虐待による小児頭部外傷の検討 吉藤和久（脳神経外科）、師田信人、井
原 哲 第 35回日本小児神経外科学会 2007.5.31-6.1 木更津
4. 1 歳未満の小児に対する内視鏡的第三脳室底開窓術 吉藤和久（脳神経外科）、師田信人、
井原 哲 第 35 回日本小児神経外科学会 2007.5.31-6.1 木更津
5. 脊髄髄膜瘤合併病変の検討 吉藤和久（脳神経外科）、師田信人、井原 哲 第 22回日
本脊髄外科学会 2007.6.15 大宮（埼玉）
6. 脊髄・脊椎疾患について 吉藤和久（脳神経外科）第 27 回脳神経外科医のための臨床
研究会 2007.6.30 札幌
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7. Spinal cord herniation: a case report 吉藤和久（脳神経外科）、大蔵篤彦、小柳 泉











と子（脳神経外科）第 30回日本てんかん外科学会 2007.2.25-2.26, 福岡
12．軽度外傷後、一週間後に急変した硬膜下血腫、水腫の乳児例＝児童相談所通報の要否
に苦慮した一例＝ 越智さと子 第 3 回札樽ブレインフォーラム 2007.2.22 札幌
13. Terminal myelocystocele =左下半身に多発奇形を伴った二分脊椎の一例＝ 越智さと
子（脳神経外科）、村上友宏、小柳泉、宝金清博（札幌医科大学脳神経外科）第 35 回日本
小児神経外科学会 2007.5.31-6.2 千葉 木更津
14. 外力が明瞭でない乳幼児虐待症候群（不適切育児症候群）＝患児の物語を読み取り、
支援を計るために＝ 越智さと子（脳神経外科）、高橋 義男（とまこまい脳神経外科小児
脳神経外科）第 49回日本小児神経学会総会 2007.7.5-7 大阪
15. 新生児脳内出血で発症、家族性海綿状血管腫と診断した一女児例 越智さと子（脳神
経外科）第 63回北海道てんかん懇話会 2007.9.29 札幌
16. 新生児脳内出血で発症した女系家族性海綿状血管腫の乳児例 越智さと子（脳神経外
科）、石川淑、新飯田裕一（新生児科）、上出廷治（うえで脳神経外科クリニック）、南田善
弘（札幌医科大学脳神経外科）第 59 回日本脳神経外科学会北海道支部地方会 2007.10.13
17. シャント抜去後生じた無呼吸発作２例 ＝頭頚移行部病変合併例の検討＝ 越智さと
子、吉藤和久（脳神経外科）、高橋義男（とまこまい脳神経外科小児脳神経外科）、南田善
弘（札幌医科大学脳神経外科）第 8回北海道機能神経外科研究会 2007.11.10 札幌
18. 一人体制下 ２年半のシャント、シャント不全例の分析 越智さと子（脳神経外科）
第 25回日本子ども病院神経外科医会 2007.11.23-24 東京
19. 頭囲拡大を伴う新生児のう胞性疾患に対する治療方針 越智さと子、吉藤和久（脳神
経外科）、高橋義男（とまこまい脳神経外科小児脳神経外科）、南田善弘、小柳泉（札幌医
















の筋解離手術が移動機能の向上に寄与する予測因子について 第 112 回北海道整形災害外
科学会 2007.1.27-28 札幌市
2. 江森誠人、舘田健児、宮川 健、糸田瑞央、松山敏勝：骨形成不全症で生じた骨髄炎の
治療経験 第 112 回北海道整形災害外科学会 2007.1.27-28 札幌市
3. 宮川 健、舘田健児、糸田瑞央、松山敏勝：骨形成不全症に対するビスフォスファネー
ト治療の成績―骨量増加・骨折予防効果と骨成長への影響を中心にー 第 112 回北海道整
形災害外科学会 2007.1.27-28 札幌市
4. 舘田健児、松山敏勝、糸田瑞央、小林拓馬、藤田安詞、宮川 健、江森誠人：二分脊椎
児の股関節脱臼に対する当センターの治療方針とその成績 第 112 回北海道整形災害外科
学会 2007.1.27-28 札幌市
5. 舘田健児、岡村健司、廣瀬聡明、堀籠圭子、野中伸介、上野栄和：腱板断裂における上
腕二頭筋長頭腱断裂の合併頻度 第 112 回北海道整形災害外科学会 2007.1.27-28 札幌
市
6. 小林拓馬、舘田健児、糸田瑞央、松山敏勝：Blount 病による脛骨内反変形の再発例 第
1 回北海道下肢と足部疾患研究会 2007.2.3 札幌市
7. 古川章子、中島久三子、佐藤健一、松山敏勝、舘田健児：本校における「療育相談」の
機能と役割について 第 52 回北海道リハビリテーション学会 2007.4.21 札幌市
8. 粥川智恵、樫木美登里、古川章子、松山敏勝、舘田健児、小塚直樹：児童生徒の骨評価
値と栄養状態・運動能力の関連 第 52 回北海道リハビリテーション学会 2007.4.21 札
幌市
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に対する PEDI による評価と現状について 第 52 回北海道リハビリテーション学会
2007.4.21 札幌市
11. 西部寿人、横井裕一郎、高島朋貴、松山敏勝、小塚直樹：GMFCSIV の脳性まひ児者
の長期経過―移乗自立群と移乗介助群の比較― 第 52 回北海道リハビリテーション学会
2007.4.21 札幌市
12. 古川章子、粥川智恵、樫木美登里、松山敏勝、舘田健児、小塚直樹：股関節脱臼・側
わんがある児童生徒の姿勢環境 第 52 回北海道リハビリテーション学会 2007.4.21 札
幌市
13. 詫間早知、横井裕一郎、西部寿人、松山敏勝：二分脊椎症に対する骨密度の調査―日
常での歩行群と非歩行群との比較― 第 52 回北海道リハビリテーション学会 2007.4.21
札幌市
14. 松山敏勝、糸田瑞央、舘田健児、宮川 健：脳性麻痺児への下肢筋解離手術が移動レ
ベルに与える影響因子の解析 第 80 回日本整形外科学会学術総会 2007.5.24-27 神戸市
15. 舘田健児、松山敏勝、糸田瑞央、山下敏彦：脳性麻痺児での骨頭変形を呈する股関節
脱臼に対する大腿骨減捻内反骨切り術の治療成績 第 80 回日本整形外科学会学術総会
2007.5.24-27 神戸市
16. 宮川 健、糸田瑞央、舘田健児、松山敏勝：骨形成不全症に対するビスフォスファネ







アンケート調査 第 113 回北海道整形災害外科学会 2007.6.23-24 札幌市
19. 藤田裕樹、恩田和範、松山敏勝、澤田典均、千葉英樹、和田卓郎、山下敏彦、加藤茂
明：ビタミン D 受容体による新たなカルシウム吸収機構 第 113 回北海道整形災害外科学
会 2007.6.23-24 札幌市
20. 松山敏勝：特別講演「骨粗鬆症治療のガイドラインから見た将来の展望そして問題点
について」 第 1 回秋田県骨粗鬆症フォーラム 2007.7.12 秋田市
21. 藤田裕樹、杉本幸太郎、横崎 宏、稲富周一郎、和田卓郎、小島 隆、山下敏彦、加藤
茂明、澤田典均、千葉英樹、：ビタミン D 受容体による新たなカルシウム吸収機構 第
129
25 回日本骨代謝学会学術集会 2007.7.19-21 大阪市
22. 舘田健児、名越 智、加谷光規、佐々木幹人、山下敏彦、松山敏勝、藤田裕樹、恩田
和範：脳性麻痺児での骨頭変形を呈する股関節脱臼に対する大腿骨減捻内反骨切り術
の治療成績 第 32 回日本股関節学会 2007.10.11-12 金沢市
23. 松山敏勝：特別講演「小児脳性麻痺児のボツリヌストキシン療法の効果と限界」 第
10 回日本小児神経学会北海道地方会 2007.10.20 札幌市.
24. 藤田裕樹、山下敏彦、和田卓郎、加藤茂明、澤田典均、千葉英樹、：腸上皮細胞間隙に
おけるカルシウム特異的チャンネルの同定 第 22 回日本整形外科学会基礎学術集会
2007.10.25-26 浜松市
25. 松山敏勝、舘田健児、藤田裕樹、恩田和範、小林拓馬：病的骨質を有する小児長幹骨
骨折治療でのエンダー法について 第 18 回日本小児整形外科学会 2007.11.2-3 神
戸市
26. 舘田健児、松山敏勝、藤田裕樹、恩田和範、小林拓馬：化膿性股関節炎後遺症による




調査 第 18 回日本小児整形外科学会 2007.11.2-3 神戸市
28. 小林拓馬、舘田健児、藤田裕樹、恩田和範、松山敏勝：Double elevating osteotomy
法により治療した再発 Blount 病 第 18 回日本小児整形外科学会 2007.11.2-3 神戸
市
29. 倉 秀治、舘田健児：Effect of LLB type of night splint for infantile tibia vara 第
18 回日本小児整形外科学会 2007.11.2-3 神戸市
学会発表 平成１９年
30．脳性まひ児の上肢への整形外科的介入と作業療法アプローチ 大下裕子 第 38 回北海道作業
療法学会 2007.10.6-7 小樽











学小児科）．第 9 回日本成人先天性心疾患研究会（2007.1.13-14 東京）







人（苫小牧市立病院）．第 18回 JPIC 研究会（1月 19 日～21 日 福岡）
５．コイル閉鎖術が有効であった多発性肺動静脈瘻の 1例.早田 航、畠山欣也、富田 英（北
海道立小児総合保健センター循環器科）、吉田雅喜（八雲総合病院）．第 18 回 JPIC 研究会（1
月 19 日～21 日 福岡）
６．当科における中高齢者の先天性心疾患に対するカテーテル治療.高室基樹、長谷山圭司
（札幌医科大学小児科）、富田 英（北海道立小児総合保健センター循環器科）、




ー循環器科），安田謙二（島根大学小児科）．第 18回 JPIC 研究会（1月 19 日～21日 福岡）
８．Cutting balloon が有効であった腎血管性高血圧の一例．鶴見文俊，矢野 潤，井澤 司
津村久美，浅井康一，菊池 清（島根県立中央病院小児科），加藤 文英（島根県立中央病
院新生児科），羽根田紀幸（どれみクリニック小児科），富田 英（北海道立小児総合保健


















矢野 宏（島根難病研究所小児循環器班）．第 18回 JPIC 研究会（1月 19 日～21 日 福岡）





回 JPIC 研究会（1月 19 日～21 日 福岡）
12．北海道における「小児救急地域医師研修事業」の現状と課題. 太田八千雄、山中 樹、
江原 朗、梶井直文、高室基樹、渡辺 徹、稲川 昭、古山正之、富樫武弘、南部春生、（北
海道小児科医会）、三戸和昭、目黒順一（北海道医師会）. 日本小児科学会北海道地方会第 268
回例会（2007.2.25 札幌）
13．Outcome of pregnancy in women after the Fontan procedure .Akagi T (Cardiac care
unit, Okayama University Hospital), Shinohara T, Niwa K, Saji T, Tomita H, Ushinohara
D, Masuda M, Ikada T, Himeno W, Nakazawa M, Lee HJ, Kim NS(Research committee of














児総合保健センター循環器科）. 第 43 回日本小児循環器学会（7月４日～6日 東京）
18．先天性心疾患において高感度 CRP は低酸素血症と BNP 上昇に関連して上昇する. 富田
英、畠山欣也、早田 航（北海道立小児総合保健センター循環器科）、高室基樹（札幌医科
大学小児科）. 第 43 回日本小児循環器学会（7 月４日～6 日 東京）
132
19．Fontan 手術後の妊娠・出産の現状と問題．赤木禎治，丹羽公一郎，篠原徳子，佐地 勉，
牛ノ濱大也，富田 英，益田宗孝，池田智明，越後茂之，Lee Heung Jae，中澤 誠（日本
小児循環器学会「成人期に達した先天性心疾患の妊娠出産の現状とガイドライン作成」班）．
第 43回日本小児循環器学会（7月４日～6 日 東京）
20．チクロピジンが著効した Amplatzer septal occluder 留置後の片頭痛．富田 英，畠
山欣也，早田 航（北海道立小児総合保健センター循環器科），小林俊樹（埼玉医科大学小
児心臓科）．第 43 回日本小児循環器学会（7月４日～6日 東京）
21．心エコー診断の遠隔支援システムは新生児・乳児期先天性心疾患の予後を改善し得る
か？．富田 英，畠山欣也，早田 航（北海道立小児総合保健センター循環器科）．第 43
回日本小児循環器学会（7 月４日～6 日 東京）
22．症例提示：4 年間のドロップアウト後、肺高血圧で再受診した 18 歳の心室中隔欠損．高
室基樹、畠山欣也、横澤正人（道立子ども総合医療、療育センター）長谷山圭司、堀田智仙（札
幌医大）．第 7回北海道発達循環フォーラム（10月 6 日 札幌）
23．IMEG と組織ドプラーを用いた心臓移植後の管理：移植後 2 年目の経過報告．高室基樹、
横澤正人、畠山欣也、阿部なお美（北海道立子ども総合医療療育センター循環器科）．第 49




49 回北海道小児循環器研究会（11月 10 日 札幌）
25．感染性大動脈瘤の１男児例. 長谷山圭司、堀田 智仙（札幌医科大学小児科）、神吉
和重（同 第二外科）、高室基樹（北海道立子ども総合医療療育センター循環器科）、高木
伸之、橘 一俊（北海道立子ども総合医療療育センター心臓血管外科）. 第 49 回北海道小








第 83回北海道医学検査学会 2007.10.20 釧路市
２．小腸腫瘍
横山繁昭、木村幸子、垣本恭志．
2006 年小児腫瘍症例検討会（世話人 浜崎 豊） 2007.9.7 東京都
133
３．Congenital pulmonary airway malformation(CPAM, 旧 CCAM) type 4 の２例。
－経時的変化の検討－
横山繁昭、木村幸子、垣本恭志 1、横沢正人 2、菊地誠哉 3
（ 北海道立子ども総合医療・療育センター病理科 1、小児科 2、胸部外科 3 ）




第 54回北海道薬学大会 2007．5．27 札幌市
（８）看護部
１．心不全により運動制限のある乳児への発達援助 森禎枝,稲田早苗（集中治療棟) 第 38
回小児看護学会 2007.9.5-6 筑波市
２．術前訪問の質の向上をめざして-ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成- 菊地弥佳,中尾姫久代（医






１．皆川公夫： 特集 けいれん・意識障害 119 番．Ⅱ．けいれんの基礎知識．抗けいれん
薬の作用機序 小児科診療 71: 411-417, 2008
２．Hattori, H., Yamano, T., Hayashi, K., Osawa, M., Kondo, K., Aihara, M., Haginoya,
K., Hamano, S., Izumi, T., Kaneko, K., Kato, I., Matsukura, M., Minagawa, K., Miura,
H., Ohtsuka, Y., Sugai, K., Takahashi, T., Yamanouchi, H., Yamamoto, H., Yoshikawa,
H. ; Effectiveness of lidocaine infusion for status epilepticus in childhood: a
retrospective multi-institutional study in Japan Brain Dev 30: 504-12, 2008
３．皆川公夫、渡邊年秀： 家庭でのてんかん発作に対する抱水クロラール（CH）注腸キ
ットの有用性に関する聞き取り調査結果 重症心身障害児（者）、てんかん患者のワクチン
接種法と副反応に関する研究 （財）予防接種リサーチセンター調査研究費平成 19 年度報
告書 36-40, 2008
４．Tanabe, T., Awaya, Y., Matsuishi, T., Iyoda, K., Nagai, T., Kurihara, M., Yamamoto,
K., Minagawa, K., Maekawa, K. ; Management of and prophylaxis against status
epilepticus in children with severe myoclonic epilepsy in infancy (SMEI; Dravet
syndrome)- A nationwide questionnaire survey in Japan Brain Dev 30: 629-35, 2008
５．長岡由修、依田弥奈子、皆川公夫： 胃瘻チューブの移動により後期ダンピング症候群
を呈した１例 臨床小児医学 56: 85-88, 2008
６．渡邊年秀、皆川公夫：Migrating partial seizures in infancy（遊走性部分発作てんか
ん）の１男児例 てんかんをめぐって ⅩⅩⅦ: 43-48, 2008
７．皆川公夫、渡邊年秀：知的障害者更生施設入所中に急性および慢性フェニトイン中毒
により小脳失調と小脳萎縮を呈した１例 てんかんをめぐって ⅩⅩⅦ: 49-53, 2008
８．皆川公夫、渡邊年秀：知的障害者更生施設入所中に急性および慢性フェニトイン中毒
により小脳失調と小脳萎縮を呈した１例 てんかんをめぐって ⅩⅩⅦ: 49-53, 2008
９．才野 均、笹川嘉久、山中啓義、塚本典子、新屋美芳、高丸勇司：広汎性発達障害の
客観的評価 脳画像評価を中心に 北海道児童青年精神保健学会会誌 22:24-28, 2008.
精神科
１．才野 均、笹川嘉久、山中啓義、塚本典子、新屋美芳、高丸勇司：広汎性発達障害の










生児脳内出血で発症した一女児例＝ てんかんを巡って XXVII 54-60, 2008
耳鼻咽喉科
1. Chmura K, Bai X, Nakamura M, Kandasamy P, McGibney M, Kuronuma K, Mitsuzawa H,
Voelker DR, Chan ED.; Induction of IL-8 by Mycoplasma pneumoniae membrane in BEAS-2B
cells. Am J Physiol Lung Cell Mol Physiol. 295:L220-30 2008
2．Yamazoe M, Nishitani C, Takahashi M, Katoh T, Ariki S, Shimizu T, Mitsuzawa H,
Sawada K, Voelker DR, Takahashi H, Kuroki Y.； Pulmonary surfactant protein D inhibits
lipopolysaccharide (LPS)-induced inflammatory cell responses by altering LPS binding
to its receptors. J Biol Chem. 283:35878-88,2008
3．Nie X, Nishitani C, Yamazoe M, Ariki S, Takahashi M, Shimizu T, Mitsuzawa H, Sawada
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土屋眞一、秋山太、森谷卓也 編. 乳腺病理カラーアトラス 文光堂 東京 138-139, 2008
（９）看護部
小児麻酔と周術期看護-より質の高い周術期看護を目指して-監修 並木昭義(札幌医科大学








８回北海道小児神経症例検討会 2008. 1. 19 札幌
２．小児難治性症候性全般てんかんに対する topiramate の使用経験 渡邊年秀、皆川公夫
（小児科） 日本てんかん学会第１回北海道地方会 2008. 2. 16 札幌
３．小児難治性てんかんに対する topiramate（トピナ）の有効性についての検討 渡邊年秀、
皆川公夫（小児科） 日本小児科学会北海道地方会第 271 回例会 2008. 2. 24 札幌
４．腕頭動脈圧迫により気管狭窄症状を呈した重度脳性麻痺年長児例 渡邊年秀、皆川公夫、
工藤 亨（小児科） 西区手稲区小児科医会 2008. 2. 27 札幌
５．Oculocerebrorenal syndrome of Lowe (OCRL) ３例の神経画像所見について 渡邊年秀、
皆川公夫（小児科） 第 11 回日本小児神経学会北海道地方会 2008. 3. 8 札幌
６．腕頭動脈圧迫により著明な気管狭窄症状を呈した重度脳性麻痺年長児例 渡邊年秀、皆
川公夫（小児科） 第 11 回日本小児神経学会北海道地方会 2008. 3. 8 札幌
７．小児のけいれん重積治療－治療ガイドライン作成の経緯と問題点－ 皆川公夫（小児科）
第５回大阪小児救急医療フォーラム特別講演 2008. 5. 21 大阪
８．初期には脳波上ヒプスアリスミアを示さずに発作は spasms を呈し、その後強直発作に




（小児科） 日本小児科学会北海道地方会第 272 回例会 2008. 7. 6 旭川
１０．てんかんの種類とてんかん発作時の対応 皆川公夫（小児科） 平成 20 年度特別支援
学校における医療的ケアに関する理論・実技研修会講義 2008. 7. 28 札幌
１１．硬膜下血腫で発症した Byler 病の男児例 大柳玲嬉、渡邊年秀、皆川公夫（小児科）、
越智さとこ、吉藤和久（脳外科）、縫 明大、西堀重樹、菊池 仁、平間敏憲（外科） 第
60 回北日本小児科学会 2008. 9. 14 秋田
１２．Topiramate が著効したミオクロニー失立てんかんの１例 大柳玲嬉、渡邊年秀、皆
川公夫（小児科） 日本てんかん学会第２回北海道地方会 2008. 10. 4 札幌
１３．過呼吸賦活により欠神発作様症状が誘発される１例 大柳玲嬉、渡邊年秀、皆川公夫
（小児科）、森本真紀、佐竹知幸、成瀬辰哉（同検査部） 日本てんかん学会第２回北海道
地方会 2008. 10. 4 札幌
１４．乳児良性ミオクロニーてんかんで発症し、思春期にミオクロニー発作重積をきたし
た１例 渡邊年秀、大柳玲嬉、皆川公夫（小児科） 日本てんかん学会第２回北海道地方会
2008. 10. 4 札幌
１５．Topiramateが著効したミオクロニー失立てんかんの１女児例 大柳玲嬉、渡邊年秀、
皆川公夫（小児科）第 42 回日本てんかん学会総会 2008.10.18.-19. 東京
１６．小児難治性全般てんかんに対する topiramate の有効性に関する検討 渡邊年秀、大
柳玲嬉、皆川公夫（小児科）第 42 回日本てんかん学会総会 2008.10.18.-19. 東京
１７．広汎性発達障害における脳血流と知能および実行機能との関係 才野 均（精神科）











渡邊年秀、皆川公夫（小児科） 日本小児科学会北海道地方会第 273 回例会 2008.11.30 札
幌





ALL97 研究結果より．Randomized trial comparing pirarubicin with daunorubicin in
childhood acute lymphoblastic leukemia 堀 浩樹、工藤 亨（小児科）、西村真一郎、小
田 慈、吉田 真、原 純一、多和昭雄、宇佐美郁哉、谷澤昭彦、八木啓子、加藤剛二、
小林良二、堀部敬三 第 70 回日本血液学会総会 2008. 10. 10-12 京都
２．肝芽腫 5 例の治療経験 小田孝憲、工藤 亨（小児科）、西堀重樹、縫 明大、平間敏憲
（小児外科）、木村幸子、横山繁昭（病理） 第 16 回小児血液・悪性腫瘍研究会 2008. 10. 25
札幌
３．急性リンパ性白血病患児・家族の QOL アンケート調査研究（JACLS） 石田也寸志、
山口悦子、圀府寺 美、岡田周一、久川浩章、堀 浩樹、栗山貴久子、林 英蔚、力石 健、
原 純一、工藤 亨（小児科） 第 50 回日本小児血液学会 2008. 11. 14-16 幕張
精神科
１．広汎性発達障害における脳血流と知能および実行機能との関係 才野 均（精神科）
第 49 回日本児童青年精神医学会総会 2008. 11. 7 広島
（２）第一外科部
小児外科
1. 腐食性食道炎・食道穿孔を生じたボタン型リチウム電池食道異物の 1 例 西堀重樹、縫
明大、菊池仁、平間敏憲（小児外科）第 78回日本小児外科学会地方会 2008.3.8 札幌
2. Meckel 憩室茎捻転により発症した腸閉塞の 1 例 西堀重樹、縫明大、菊池仁、平間敏憲
（小児外科）第 79回日本小児外科学会地方会 2008.9.13 札幌
3. 特異な形態を示した Currarino 症候群の 1 例 菊池仁、縫明大、西堀重樹、平間敏憲（小
児外科）第 78回 日本小児外科学会地方会 2008.3.8 札幌
4. 先天性結腸閉鎖症の 1 例 菊池仁、縫明大、西堀重樹、平間敏憲 第 45 回日本小児外
科学会学術集会 2008.6.1 筑波
5. 先天性胆道気管支瘻の一学童例 縫明大、菊池仁、西堀重樹、平間敏憲 第 78 回日本
小児外科学会 地方会 2008.3.8 札幌
脳神経外科
1. 治療に難渋している水頭症例への 神経内視鏡下脈絡叢焼灼術の経験 吉藤和久，越智
さと子 第 6 回北海道神経内視鏡研究会 2008.1.26 札幌




泉 第 60回日本脳神経外科学会北海道支部会 2008.3.15 釧路
4. 潜在性二分脊椎と小児期の正常椎弓未癒合所見について 吉藤和久，越智さと子，小柳
泉 第 36回日本小児神経外科学会 2008.5.29-30 東京
5. 潜在性二分脊椎と小児期の正常椎弓未癒合所見について 吉藤和久，越智さと子，小柳
泉 第 23回日本脊髄外科学会 2008.6.12 松島
6. 割髄症を合併した脊髄髄膜瘤の一例 吉藤和久，越智さと子，小柳 泉，宝金清博 第
25 回二分脊椎研究会 2008.6.21 名古屋
7. 胸腰椎部巨大硬膜外腫瘍の一小児例 吉藤和久，越智さと子，横山繁昭，木村幸子，小
柳 泉 第 13回札幌脊椎脊髄病集談会 2008.9.13 札幌
8. 小児虐待例の検討 吉藤和久，越智さと子，小柳 泉，宝金清博 第 61 回日本脳神経
外科学会北海道支部会 2008.9.20 旭川
9. 前頭篩骨接合部髄膜脳瘤の一例 吉藤和久，越智さと子，松本佳隆 第 26 回子ども病
院神経外科医会 2008.9.27-28 枚方（大阪）
10. 脊髄脂肪腫を伴う潜在性二分脊椎の脊柱所見：3DCT による検討 吉藤和久，越智さと
子，小柳 泉 第 43 回脊髄障害医学会 2008.11.6-7 札幌
11. 脳梁欠損を伴う乳児脳内のう胞の外科治療とてんかん 越智 さと子（道立小児総合
医療・療育センター 脳神経外科）、渡邊 年秀、皆川 公夫（同 小児神経科）、南田 善
弘（札幌医科大学 脳神経外科）第一回 日本てんかん学会北海道地方会 2008.2.16 札
幌











15. 乳幼児神経白質路発達に対する神経外傷・治療の影響＝MRI テンソル FA 値を用いた定
量的評価の試み 越智 さと子、吉藤 和久（道立小児総合医療・療育センター 脳神経
外科）第６１回日本脳神経外科学会北海道支部学術集会 2008.9. 旭川
16. 脳梁欠損を伴う大脳正中のう胞乳児例の検討 越智 さと子、吉藤 和久（道立小児
総合医療・療育センター 脳神経外科）、高橋 義男（とまこまい脳神経外科小児脳神経外
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科）、南田 善弘、宝金 清博（札幌医科大学 脳神経外科）第１５回日本神経内視鏡学会
2008.11.21-22 東京




見徹夫（札幌医大）第 53回日本聴覚医学会 2008．10.2-3 東京
2．当科の ASSR 検査の検討 新谷朋子、金泉悦子、川端文、吉野真代、氷見徹夫、北川可
恵 第 53回日本聴覚医学会 2008．10.2-3 東京 東京
（３）第二外科部
形成外科
1．自家骨髄間葉系幹細胞を用いた軟骨組織新生の試み－第 1 報－ 松本佳隆、池田佳奈枝
(札幌医大形成)、斉藤有(札幌医大形成)、江副京理(札幌医大形成)、四ツ柳高敏(札幌医大形
成)、廣橋良彦(札幌医大第 1 病理)、鳥越俊彦(札幌医大第 1 病理) 第 17 回日本形成外科学
会基礎学術集会 2008. 10. 2-3 東京
（４）特定機能集産母子センター
1. 新生児高インスリン血性低血糖症の 1 例 松本日出男, 春日亜衣, 石川淑,小林正樹,新
飯田裕一（新生児科）第 29 回北海道内分泌研究会 2008.1.26. 札幌
2. 新生児高インスリン血性低血糖症の 1 例 松本日出男,春日亜衣,石川淑,小林正樹,新飯
田裕一(新生児科) 第 271 回北海道地方会 2008.2.24. 札幌
3. 治療中のバセドウ病母体から出生し、甲状腺機能低下・心不全の重症度に差を認めた双
胎例 石川淑,春日亜衣,松本日出男,小林正樹,新飯田裕一(新生児科),笹島知大,二階堂弘
輝,木村貢,東海林黎吉(市立室蘭総合病院小児科）第 271 回北海道地方会 2008.2.24.
札幌
4. 新生児期に治療を要した正期産児動脈管開存の 4 例 春日亜衣,松本日出男,石川淑,小
林正樹,新飯田裕一(新生児科),橘一俊,渡辺学,高木伸之(心臓外科) 第 271 回北海道地方
会 2008.2.24. 札幌
5. パネルディスカッション：新生児一過性多呼吸(2) 春日亜衣（新生児科）第 3 回札医
大新生児研修会 2008.5.31. 札幌
6. 乳児の病気と予防について 小林正樹(新生児科) 平成 20 年度乳児保育担当保育士研
修 2008.7.2 札幌
7. 新生児早期に致死的経過をたどった神経芽腫の 1 例 松本日出男,小林正樹,春日亜衣,
石川淑,新飯田裕一（新生児科),木村幸子,横山繁昭(検査部病理) 第 272 回北海道地方会
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2008.7.6. 旭川
8. 遺伝性先天性水頭症の 1 例 藤間伸子,新飯田裕一,春日亜衣,松本日出男,石川淑,小林正
樹.(新生児科) 第 21 回北海道新生児談話会 2008.8.30. 札幌
9. 新生児医療の新たな取り組み－ソフトケアを取り入れた新生児医療の展開－ 新飯田
裕一（新生児科） JICA：仏語圏アフリカ地域母子保健人材育成研修 2008.10.8 札
幌
10. 乳児の病気と予防について 小林正樹(新生児科) 平成 20 年度乳児保育担当保育士研
修 2008.10.29 札幌
11. 当院における新生児航空機搬送症例の検討 春日亜衣,松本日出男,石川淑,小林正樹,新
飯田裕一. 第 53 回日本未熟児新生児学会 200810.30－11.1 札幌
12. 長期生存が期待できる標準型 13トリソミーの 1男児例 石川淑,新飯田裕一（新生児科）
第 53 回日本未熟児新生児学会 2008.10.30－11.1 札幌
13. 新生児高インスリン血性低血糖症の 1 例 松本日出男,小林正樹,春日亜衣,石川淑,新飯
田裕一（新生児科） 第 53 回日本未熟児新生児学会 2008.1-.30－11.1 札幌
14. 集学的管理・治療により救命しえた巨大仙尾部奇形腫の 1 例 春日亜衣,松本日出男,石
川淑,小林正樹,新飯田裕一（新生児科） 第 53 回日本未熟児新生児学会 2008.10.30
－11.1 札幌
15. ワークショップ 1 医療の標準化－PDA の診断と治療 小谷牧,豊島勝昭,小林正樹ら




動脈管開存症診療ガイドライン作成プロジェクト) 第 53 回日本未熟児新生児学会
2008.10.30－11.1 札幌
17. 小児疾患と医療ケア 新飯田裕一（新生児科） 平成 20 年度訪問看護師養成講習会
2008.11.19 札幌
18. 乳児の病気と予防について 小林正樹(新生児科) 平成 20 年度乳児保育担当保育士研
修 2008.11.19 札幌
19. 新生児頻拍における食道誘導心電図 春日亜衣,松本日出男,石川淑,小林正樹,新飯田裕
一（新生児科）阿部なお美,高室基樹,畠山欣也,横澤正人(循環器科) 第 273 回北海道地
方会 2008.11.30. 札幌
20. 新生児医療の現状と問題点－母乳栄養を生かした未熟児の栄養管理について－新飯田
裕一(新生児科) JICA：健康と栄養改善のための女性指導者研修 2008.12.10 札幌
（5）総合発達支援センター
１. 恩田和範、松山敏勝、藤田裕樹、舘田健児：再発 Blount 病の治療経験 第 114 回北
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海道整形災害外科学会 2008.１.26-27 札幌市
２. 恩田和範、藤田裕樹、舘田健児、松山敏勝：11 歳男児膝の関節症の 1 例 第 3 回北海
道下肢と足部疾患研究会 2008.2.2 札幌市
3. 松山敏勝：シンポジウム「地域における専門支援の現状と課題」 平成 20 年度北海道
子ども発達支援事業・発達支援関係職員専門研修会 2008.2.14-15 札幌市
4. 松山敏勝：教育研修講演「小児リハビリテーションの実際とこれからの展望―脳性麻痺




81 回日本整形外科学会学術総会 2008.5.22-25 札幌市
6. 藤田裕樹、恩田和範、舘田健児、松山敏勝：二分脊椎児に対する当センターの治療方針
とその成績 第 81 回日本整形外科学会学術総会 2008.5.22-25 札幌市
7. 藤田裕樹、岡田葉平、柏 隆史、瀧村浩介、松山敏勝：頻回に脱臼を生じたダウン症候
群の一例 第４０回北海道股関節研究会 2008.6.7 札幌市
8. 瀧村浩介、津田 肇、江口紀之、平岩哲朗、松山敏勝、藤田裕樹、舛田和之：小児に発
生した化膿性壱仙腸関節炎の一例 弟 115 回北海道整形災害外科学会 2008.6.21-22 旭
川市




足部変形治療の２例 弟４回北海道下肢と足部疾患研究会 2008.8.2 札幌市
11. 松山敏勝：特別講演「脳性麻痺に対する整形外科治療について」 第 21 回北海道新生
児談話会 2008.8.30 札幌市
12. 横井恵巨、詫間早知、古俣春香、金田直樹、松山敏勝、横井裕一郎：骨形成不全症の
運動発達と屋内実用歩行の獲得 第 53 回全国肢体不自由児療育研究大会 2008.10.16-17
大阪市




15. 松山敏勝：特別講演「小児の整形外科 診療のポイントー正常と異常―」 北海道整
形外科合同研修会 2008.11.15 札幌市
16 松山敏勝、藤田裕樹、瀧村浩介、柏 隆史、岡田葉平：痙直型脳性麻痺児の骨量、体
















金田直樹、松山敏勝、小塚直樹（札幌医科大学）、横井裕一朗（北海道文教大学） 第 43 回日本
理学療法学術大会 2008.5.15-17 福岡
23．テクノロジーの進歩と聴覚臨床～重複障害児の臨床におけるテクノロジーの活用の現状～北
川可恵 第 9 回日本言語聴覚士協会総会・日本言語聴覚学会 2008.6.21-22 宇都宮
24．脳性まひ児に対する CI 療法の試み 大下裕子 第 39 回北海道作業療法学会 2008.10.4-5 千
歳
25．動作観察が運動関連領野に及ぼす脳血流量変化に関する調査 木村正剛、福士信善、石倉昇




















センター）．早田 航（静岡県立子ども病院循環器科）．第 19 回日本 Pediatric




19 回日本 Pediatric Interventional Caridology 研究会(2008.1.18-19 横浜)
5．新生児期に治療を要した正期産児動脈管開存の 4 例．春日 亜衣、松本日出男、石川 淑、
小林 正樹、新飯田裕一（北海道立子ども総合医療・療育センター新生児科）阿部なお美、
高室 基樹、畠山 欣也、横澤 正人（同循環器科）橘 一俊、渡辺 学、高木 伸之（同









ター循環器科）春日亜衣、新飯田裕一（同 新生児科）橘 一俊、渡辺 学、高木伸之













































公夫（同 小児科）、續 晶子 山田智子（同 リハビリテーション小児科）．日本小児科




本小児科学会北海道地方会第 273 回例会（2008.11.30. 札幌）
（7）手術部
第 55回日本麻酔科学会学術集会（横浜）2008.6.12-15
川名 信 パルスオキシメトリ ワークショップ「呼吸のモニタリングと危機管理」


























第 33回北海道小児がん研究会 2008.3.7 札幌市
２．胎盤転移を伴った先天性神経芽腫の一例
木村幸子、横山繁昭、垣本恭志、松本日出男、小林正樹、春日亜衣、石川淑、新飯田裕一
2008 年小児腫瘍症例検討会 2008.9.5 松本市
３．銅投与療法などにより 4歳 9 ヶ月まで生存した古典型 Menkes 病の一剖検例
木村幸子、横山繁昭、垣本恭志、阿部なお美、横澤正人、渡邊年秀












３．脳性麻痺痙性両麻痺児の CI ｾﾗﾋﾟｰの効果-動機づけに着眼して- 関ひとみ,竹内未央(生活
支援病棟),大下裕子(訓練課)第 53 回全国肢体不自由児療育研究大会 2008.10.16-17 大阪市
４．家族ｹｱについて-ﾑｰｽ疾患関連危機ﾓﾃﾞﾙを用いての家族援助を始めて- 北智子（集中治療

















平成 22 年４月 高室 基樹（編集委員長）

